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 名瀬労働基準監督署 

TEL 0997-52-0574 
FAX 0997-52-6869 

労災かくしは犯罪です。 

労災事故があった場合は、所轄の労働基準監督署に「労働者死傷病報告」を提出してください。労災事故に健康保険は使えません。 

労働基準関係法令 

各種様式集 
（http://kagoshima-roudo

ukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

hourei_seido_tetsuzuki/h

ourei_youshikishu.html） 

鹿児島労働局ＨＰ 

（ http://kagoshima-ro

udoukyoku.jsite.mhlw.

go.jp/） 

職場のあんぜんサイト 

（http://anzeninfo.mhlw.go.jp/） 
■労働災害統計  ■災害事例 

■リスクアセスメントの実施支援システム 

■化学物質    ■免許・技能講習 

あんぜんプロジェクト 
（http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzenproject/） 

労働災害のない日本を目指してともに活動して

いただけるメンバーを募集しています。 

働き方・休み方改善ポータルサイト 
～ 効率的に働いてしっかり休むために ～ 

企業の皆様が自社の社員の働き方・休み方の改

善に是非ご活用ください。 

（http://work-holiday.mhlw.go.jp/） 

働く人の 

メンタルヘルス 

ポータルサイト 

「こころの耳」 
（http://kokoro.mhlw.go.jp/）

 

鹿児島県の最低賃金 

1時間715円 
(http://kagoshima-roudoukyok

u.jsite.mhlw.go.jp/library/k

agoshima-roudoukyoku/jirei_t

oukei/pamphlet_leaflet/roudo

u_kizyun/saitin/saitin.pdf) 

 

「労基署だより」は、労働局ホームページ（http://kagoshima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/news_topics/kantoku/naze-rouki.html）に掲載しています。

 

 

 

 

 

労働基準監督官は、労働基準関係法令に基づいて、あらゆる職場に立ち入り、法に

定める基準を事業主に守らせることにより、労働条件の確保・向上、働く人の安全や

健康の確保を図り、また不幸にして労働災害にあわれた方に対する労災補償の業務を

行うことを任務とする厚生労働省の専門職員です。 

■ 受験資格：(1)昭和62年4月2日～平成8年4月1日生まれの者 

       (2)平成8年4月2日以降生まれの者で次に掲げるもの 

        ①大学を卒業した者及び平成30年3月までに大学を卒業する見込 

         みの者 

        ②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者 

■ 試験の程度：大学卒業程度 

■ 採用予定数：労働基準監督官A(法文系)約170名 

        労働基準監督官B(理工系)約40名 

■ インターネット受付期間：平成29年3月31日(金)9：00～4月12日(水)受信有効

インターネット申込用受験案内アドレス

【http://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/jyukennannnai/jyukennannnai_rouki.pdf】 

インターネット申込専用アドレス【http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html】 

■ 第1次試験：平成29年6月11日(日) 

■ 第2次試験：平成29年7月12日(水)・13日(木)・14日(金)のうち第1次試験合

格通知書で指定する日 

■ 第1次試験合格者発表日:平成29年7月4日(火)9:00 

■ 最終合格者発表日：平成29年8月23日(水)9:00 

■ お問い合わせ先：鹿児島労働局総務部総務課人事係(℡099-223-8275) 

 

☆☆ 労働基準監督官採用試験のお知らせ ☆☆ 
第1次試験は鹿児島市でも実施されます 

 

 

 

 名瀬労働基準監督署では、平成28年(1～12月)に265事業場(※建設現場は現場ごとに

カウントしています)に対して監督指導等を実施しました。このうち、何らかの法違反があ

ったのは186事業場(70.2％)でした。 

一般労働条件に関する主な違反は、賃金台帳55件、労働時間50件、割増賃金48件、労

働条件の明示29件、就業規則26件でした。一方、安全衛生に関する違反は全体で162件

あり、うち主な違反は機械設備等の安全基準64件、健康診断28件でした。 

違反の傾向から、一般労働条件においては、労働時間の適正把握と記録、法定労働時間

の遵守と時間外・休日労働に関する労使協定に基づいた同労働時間の把握、適正な割増賃

金(深夜割増を含む)の支払いといった労働時間に相互に関連する事項の整備及び労働条件

の周知が必要であり、安全衛生は違反の内容が多岐に亘りますので一概に述べられません

が、転倒災害、墜落・転落災害が多く発生している現状に鑑み、これらの災害を未然に防

ぐための対策と健康診断の実施など基本的事項の遵守が必要であると思われます。 

事業場におかれては、今一度基本に立ち返り、適正な労働条件及び環境の確保改善をよ

ろしくお願いします。 

☆☆ 平成28年監督指導結果の概要 ☆☆ 
違反率は70.2％ 

☆☆ 建設業無災害運動月間 ☆☆ 
平成29年3月1日～31日 
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